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今年２／５市内で発生（鳥インフルエンザ）の報道は当地ではありません。 

接触せずハクチョウを見守って下さい。（環境省、宮城県より） 

＜予 定＞ 

 ３月清掃 ３／１３（土）１０：００ 広瀬橋（橋姫明神前 長靴、手袋、マスク持参のこと。 

           終了後、事務所で理事（会員有志含む）で懇談会を開催しますのでご参加下さい。 

 ４月清掃 ４／１０（土）同上 

河川清掃・地域貢献証明書を発行します（無料） 

宮城県県仙台土木事務所行政班の事務手続き済 

申請書記載の上、郵送、メールで送信願います 

１．広瀬川を学び、語らい、遊ぶ ２．広瀬川の自然、歴史、文化を総合学習に活かす ３．広瀬川の公益活動を学ぶ  

４．広瀬川の政策提言（いい川づくり）を考える。 ５．清掃などに参加し、地域貢献証明書が得られる。 

お気軽にお問合せ下さい 

※）会員募集 個人会員（年額会費５千円）法人会員（年額１万円） 

 

－広瀬川のオオハクチョウ－ 

昨年冬６０羽程飛来したハクチョウは広瀬川の風景として

定着しています。もとより広瀬橋周辺には人家が多く、水中の

マコモや茎、藻類等もなくハクチョウの適地ではありません。 

飛来するようになったのは、市民のパン等の給餌からです。 

特に食欲が旺盛で、エサを求めて周遊し、陸上の草の根まで啄

んでいます。間もなく長い北帰行。また愛鳥家が待っています。 

※）関連記事（通信 2012/12/03 ハクチョウ飛来）参照 

広瀬橋上流陸上で草の根を食べる（下写真２／９撮影） 

 

  


